
パネルディスカッション【学術委員会・学会誌編集委員会合同企画】
学術のススメ～現場の実践や経験を共有し、学会発表や
論文にも挑戦してみよう！
日々の医療安全活動では、私たちは自分たちが医療安全管理者になるまでの経験が生かせる場面が
ある一方で、初めて直面する課題も多く、問題が山積してどこから手を付ければよいか迷うことも
少なくありません。
しかし、業務の過程で得られる工夫、プロセスそのものや学びは、言語化して共有することで、他
施設の医療安全担当者にとっても重要なヒントになります。
本セッションでは、成功体験だけでなく、困難や試行錯誤のプロセスも含めて共有し、日々の医療
安全業務に活用するための学術活動について議論します。
同じ志を持つ仲間と出会い、情報交換を通じて明日からの実践につなげる「絆の場」としての学会、
そして「学びの記録」としての学会誌。その価値について、多職種の参加者と一緒に考え、実践と
学術活動が密接につながる医療安全の魅力を、一緒に再確認してみませんか？


